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This study aims to examine the beliefs rooted in the practical experience of Japanese language 
teachers within the diverse contexts of Japanese language education. In this study, unlike the traditional 
definition of belief as a psychological process within an individual’s brain, I consider belief as having 
sociological, cultural, historical, and political origins. I performed a series of five studies in which I 
discussed the cases of Korean and Malaysian secondary education Japanese language teachers, Japanese 
native language teachers, and Japanese volunteers to establish three hypotheses that belief is: (1) dynamic, 
(2) “polyphonic,” and (3) social as well as personal. I have also examined the belief-formation process 
and elucidated the relationships between context and practice, and clarified the prerequisites in practice 
that are necessary for belief-formation showing objective patterns related to context and belief-formation. 
In conclusion, I presented the notion of the “belief which has ‘polyphony’ rooted from sociological, 
cultural, and historical contexts, being piled up in a multi-layered way.” This is different from the usual 
idea of beliefs that can disappear and/or change inside an individual’s head. I believe that this new 
































課題 1. 実践の文脈は教師の実践とビリーフにどのように関わっているのか。 
課題 2. 実践の文脈の変化によって，教師の実践とビリーフはどのように変化するのか。 






研究 1:JFL 非母語話者日本語教師研究 1 韓国中等教育日本語教師コミュニティのビリーフ 
韓国中等教育日本語教育の文脈とそこで実践する教師のコミュニティのビリーフの関係を取
り上げ，「国定日本語シラバス」の転換という教師の実践の文脈の変化とビリーフの変化のあり




















研究 3: JFL 非母語話者日本語教師研究 3 韓国中等教育日本語教師の実践とビリーフ－変化と
その要因－ 
研究１と同様の文脈で，教師の語りをもとに，教師の実践の変化について記述し，そこに表
れるビリーフのあり方と変化を明らかにすることを目的として，2001 年と 2013 年の質的調査
結果を分析し，縦断的研究を行った。  
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る。研究 1「JFL 非母語話者日本語教師研究１ 韓国中等教育日本語教師コミュニティのビリ
ーフ」，研究 2「JFL非母語話者日本語教師研究 2 マレーシア中等教育日本語教師コミュニテ
ィのビリーフ」，研究 3「JFL 非母語話者日本語教師研究 3 韓国中等教育日本語教師の実践と
































 研究 4 では，20 年以上の経験を持つ日本人日本語教師へのインタビュー調査の結果に対し
て MGTA による分析を行っている。教師のビリーフは，コミュニティにおける協働作業によっ
て明確化されることで力を持ち，その後も実践を支える力を持つようになることがわかった。
そして，それは協働作業などを行った他の教師とも共有され，コミュニティ全体のビリーフと
もなる可能性があることも示唆している。 
 3 
 最後の研究 5では，ボランティアとして地域日本語教育にかかわる人々に対するインタビュ
ー調査の結果を，やはり MGTA による分析を行い，ボランティアの活動を形作るビリーフは外
からの支配を受けず影響を受けにくいが，ボランティアが新しい体験をし，そこに価値を見出
したとき，新しい文脈にもとづいたビリーフとして，重層的に加わるという変化が見られるこ
とがわかった。 
 以上の結果から，本論文では，ビリーフとは，従来の考え方のように，個人の頭の中で消え
たり変容したりするものではなく，「社会的文化的歴史的文脈に根差し，「多声性」を持つもの
であり，そのビリーフは，消えることなく文脈とともに存在し続け，重層的に積み重ねられて
いくものである」という結論に導く。つまり，教師たちの実践の文脈は，社会的，文化的，歴
史的な変化や，教師の移動，学習者の移動等によって日々変化しているが，過去のものとなっ
た文脈は，個人の中に経験として存在し続け，ビリーフは消えたり変容したりしているのでは
なく，重層的に積み重なって文脈とともに存在していると結論づける。そして教師の学びに資
する点として，教師の学びの起点は，文脈になる実践を起点とすべきであること，そして，日
本語教育の多様性を資源として，教師の学びをサポートできるコミュニティ作りの重要さにも
言及している。 
 以上述べてきたように，本研究では，これまであまり明らかにされてこなかったビリーフの
形成過程や働きについて，人との相互作用により生ずる動的な側面や，教師の活動の文脈が重
層的に積み重なる多声的な特徴などを実証することができており，これは大きい成果であり，
日本語教育における新しい知見となり得るものだと言えよう。 
 本論文への指摘として，伝統的な教育手法と新しい手法と，両者を含む語学教育特有の性質
の影響などについて，必ずしも十分に議論されていないのではないかという問題が出された。
本論文の調査は，グローバル化や IT 化が進む昨今に，語学教育という枠を超えて，教育理念
全体が大きく変化しつつある中で行われており，語学教育特有の問題が議論しきれていないの
は確かであろう。しかしそれは，教育全体の理念の変化の行方とも関係しており，むしろ，今
後継続して，日本語教師のビリーフを観察し続けることの意味を示唆しているとも言える。以
上の結果から，本論文は博士論文の水準には十分達していると判断し，合格と判定した。 
